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低侵襲性により移植細胞の組織親和性を高める
細胞注入装置およびその作動方法
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従来の細胞注入は、細胞懸濁液によって組織を引き裂き、その
スペースを利用して細胞を組織内に留置する。

ゆっくりと細胞をインジェクションする。移植細胞が組織内に移ると同
時に、細胞懸濁液が組織液の還流により生理的に除去されるため超
低侵襲である。

移植した細胞が組織と協調的に機能しやすくなる。
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